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    なぜ参考文献を明示する必要があるの？ 

◇自身の論文の新規性、独創性、信頼性の明確化 

◇先行する著者（先人・先輩）に対する敬意 

◇読者に対する情報提供 

（誰が見てもわかりやすい方法で！）                              

 

さて、ひとことに参考文献と言っても、資料の引用方法には様々なパターンがあります。例えば、「図書 1 冊」、「図書の

中の 1 部分」、「雑誌の中の 1 論文」、「Web サイト、Web ページ」等々。また、表記方法も各分野や雑誌ごとに異なること

もあります。基本的には【誰が】【何というタイトルで】【いつ】【何という媒体に】発表したかということが、誰にでもわかる様

に書かれていればよいとされています。 

 例えば、≪雑誌に掲載されている論文を使用した場合≫ 

著者名  論文名  誌名  出版年  巻数(号数)  はじめのページ―おわりのページ 

   例  鈴木雅子. オープンアクセスと大学図書館. 現代の図書館. 2014, 52(4), p.204-210. 

- -【参考文献】- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

■JST. “参考文献の役割と書き方”. SIST. 2008. https://jipsti.jst.go.jp/sist/pdf/SIST_booklet2011.pdf, (参照 2017-06-12). 

■藤田節子. レポート・論文作成のための引用・参考文献の書き方. 日外アソシエーツ, 2009. 

■川村陶子(監修). 大学生の文章術レポート・論文の書き方. 旺文社, 2015. 
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参考文献の明示の方法 

 

著作権法によって、他人の著作物

の一部分を自由に掲載する為の

条件が定められています。 

著作権法 

 プラス 

レポートや論文を書き上げる為に参考にした資料を明示したもの（リスト）のことを指します。 

研究論文の場合、文末に掲載されています。本文との関わり方には以下のようなものがあります。 

◆引用文献・・・本文中で言及（引用）している文献のこと｡ 

◆参考文献・・・本文中での言及（引用）は無いが、参考にした文献のこと｡  

この両者を区別せず参考文献と呼ぶ場合があり、今回もまとめて参考文献と呼ぶことにします。 
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レポートや論文を書く際に、必ずと言っていいほど必要なアレの正しい書き方、知っていますか！？ 

について。 
アレこと 

葉も色づいてきて、すっかり秋らしくなりましたね。今年こそ「読書の秋」を実践してみませんか？きっと、お気に入

りの本と場所が見つかりますよ。欲しいものがない時には、リクエストも受け付けています。 

さて、「Library Information」では２ヶ月に一度、皆さんの学生生活に役立つ情報メディアセンター図書館のいろい

ろな情報をお届けしています。気になる情報を読んだら、是非図書館へ足を運んでください。図書館員一同、みなさ

んのお越しをお待ちしています！ 


